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第 4 章  プロジェクトの評価 

4.1 事業実施のための前提条件 

本事業を開始するための前提条件で、特に留意すべき事項は、下記のとおりである。 

(1) 上位計画について 

ルワンダ国政府における農業セクターの中期計画で謳われている、丘陵地および湿地灌

漑開発にかかる政策に変更が生じない。 

(2) 合意書に基づく、灌漑施設の適切な運営・維持管理 

ルワンダ国の省令では、灌漑水利施設の運営・維持管理は水利用組合（IWUO）が行うこ

とになっている。従って、対象地域において、速やかな水利用組合（IWUO）の設立と、維

持管理体制の能力向上が望まれる。 

(3) 水利権の取得 

RABは、2017年1月時点で既に環境評価報告書（EIA）をルワンダ開発庁（RDB）に提出

した。RDBからEIAの承認を得れば、水利権の所得に必要な手続きに移ることが可能となる。

承認後、速やかに、ルワンダ天然資源庁（RNRA）から水利権を取得する。 

(4) 環境社会配慮措置 

本件事業の実施に伴う被影響者に対して、住民移転計画（付属資料11）に従い必要な補

償または支援を適切な時期に行うことが必要である。 

(5) 免税措置 

付加価値税の還付措置、輸入税の免税措置など、RABは関係政府機関と連携し、これら

の免税措置を迅速に行わなければならない。 

 

4.2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入 

(1) 関係機関との連携とC/Pの配置 

本事業は実施機関であるルワンダ農業庁（RAB）が中心になって進められるが、プロジ

ェクトを実施するにあたり、RAB内部での連携、責任機関である農業動物資源省（MINAGRI）、

ステークホルダーとの連携が必要となる。RABは本事業を担当するC/Pを配置するとともに、

事業を進める上で必要となる諸課題について、下表に示す関係機関と連携を図りながら、
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RAB全体で事業を実施することが求められる。 

表 4.1 本事業における関係機関 
ルワンダ国側負担事項 ステークホルダー 

水利権の取得 ルワンダ農業庁（RAB） 
ルワンダ天然資源庁（RNRA） 
四つのコメ生産組合：コクリチ（Cocuricyi）、コクリブ（Cocuribu）、
コクリガ（Cocuriga）、コクリチャ（Cocuricya） 
水利組合（IWUO）（設立されたならば） 

影響を受ける人への補償

または支援 

ルワンダ農業庁（RAB） 
ルワマガナ郡庁 
4つのセクター：キガビロ（Kigabiro）、ムニャガ（Munyaga）、
ムウリレ（Mulire）、ルボナ（Rubona） 
四つのコメ生産組合：コクリチ（Cocuricyi）、コクリブ（Cocuribu）、
コクリガ（Cocuriga）、コクリチャ（Cocuricya） 
水利組合（IWUO）（設立されたならば） 

灌漑施設の維持管理 ルワンダ農業庁（RAB） 
水利組合（IWUO）設立されたならば、されない場合には、四つの
コメ生産組合：コクリチ（Cocuricyi）、コクリブ（Cocuribu）、コ
クリガ（Cocuriga）、コクリチャ（Cocuricya） 

予算の確保 農業動物資源省（MINAGRI） 
ルワンダ農業庁（RAB） 
財務経済計画省（MINECOFIN） 
ルワンダ財務局 (RRA) 

 

 (2) ソフトコンポーネント支援 

本事業のソフトコンポーネントでは、整備される灌漑施設の基礎的な運営、および維持管

理方法を習得するよう、以下の成果を得る活動を計画する。 

 

・ 成果1 ：対象地域の一部においての事業データ・ベースが作成される 
・ 成果2 ：一つのIWUOが設立される 
・ 成果3 ：WUG・WDC が組織化される 
・ 成果4 ：農協灌漑施設担当者またはIWUO構成員の能力向上が行われる 
・ 成果5 ：二次水路が建設・改修される 
・ 成果6 ：灌漑用水の適正配分が実施される 

 

これらの成果を達成するため、ルワンダ国側は、以下の事項を実施する。 

・ ソフトコンポーネントの各活動を実施する時には、RAB東部県事務所のIWUO担当者お

よび郡の農業技師、組合担当職員が参加するように調整する。RAB職員を通じ、郡庁、
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各組合（またはIWUO）に研修実施の日程、参加者の調整を行わせる。 

・ ワークショップ、ミーティングの開催手続き、運営、調整を行う。 

・ IWUO構成員への直接指導。 

 

4.3 外部条件 

事業実施のための外部条件は、以下のとおりである。 

・ ルワンダ国の農業政策および灌漑政策に大きな変更・転換が起こらない。 

・ 受益地において長期にわたる異常な渇水が生じない。 

4.4 プロジェクトの評価 

4.4.1 妥当性 

本事業は、以下の理由により、我が国の無償資金協力による協力対象事業としての実施

が妥当である。 

(1) 当該国の開発計画との関連 

ルワンダ国の農業セクターの中期計画であるSPTA3（Strategic Plan for Transformation of 

Agricultur in Rwanda3）に示される灌漑面積10万haまで増加させる目標に合致する。 

(2) 我が国との援助方針との関連 

ルワンダ国はアフリカ稲作振興のための共同体（CARD : Coaliton for Africa Rice 

Development）の構成国であり、この枠組みに基づいて2011年に「国家コメ発展戦略」を

定め、コメの生産面積を7,000ha（2008年）から、2万8,500haに拡大する計画を策定してい

る。従って、日本の無償資金協力として支援する必要性は高い。 

(3) 格差是正と安定的な営農の実現 

チャルホゴ・サイトは、対象地区内においてため池がないため、乾期における稲作がで

きない地域である。ため池を造成することにより、他の地域と同様に、二期作が可能とな

る。 

一方、これまでため池があった地域でも、ため池の貯水容量が不足しており、安定的に

乾期の稲作が営めない状況にある。既存のため池の改修（ブググ・サイトは新設する）を

することにより、灌漑に必要な貯水容量を確保し、安定的な二期作が可能となる。 
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4.4.2 有効性 

本事業の実施により見込まれる、定量的・定性的効果は以下の通りであり、有効性を有

する。 

(1) 定量的効果 

本事業の実施により期待される定量的効果は、次のとおりである。 

 

表 4.2 定量的指標 
指標名 基準値 

（2015年実績値） 
目標値（2023年） 
【事業完成3年後】 

灌漑面積利用率（%） 143 200 
水稲の作付面積（ha） 284 398 

水稲の単収（トン/対象面積） 1,100 2,070 

年間収入（0.2ha水稲栽培）（Rwf） 230,000 444,000 
 
 

(2) 定性的効果 

本事業により期待される定性的効果は、以下のとおりである。 

・ 灌漑施設の改修により、幹線用水路の通水能力の確保などにかかる農民の作業負担が

軽減される。 
・ 改修されたため池堤体の安全性が向上する。 
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第 5 章  資料編 
 

資料 1. 調査団員・氏名 

 
(1) 概略設計現地調査期間（2016年 6月 17日～2016年 11月 12日） 

氏名 担当分野 所属 現地調査期間 
（東京発着） 

島崎 和夫 総括 
JICA農村開発部 2016年6月18日～6

月25日 木村 聖 計画管理 

石原 博英 業務主任/灌漑施設計

画 

NTCインターナショナル株式会社 

2016年6月17日～

～8月15日 

近藤 兼一郎 灌漑施設設計/水管理

計画 
2016年6月17日～8
月15日 

西 元孝 営農 2016年8月16日～

30日 
シェムス ケマル 

アンデタ 組織運営 2016年7月2日～ 
8月30日 

石井 博 施工計画/調達 2016年7月23日～8
月30日 

中村 謙仁 環境社会配慮 

2016年7月23日～8
月27日 
2016年10月15日～

11月6日 

毛受 亨政 自然条件1 2016年6月18日～8
月16日 

朝倉 晶子 自然条件2/積算 2016年6月17日～8
月15日 

相澤 隆生 水理地質/物理探査 NTCインターナショナル株式会社（補強） 2016年10月15日～

11月12日 
 

(2) 準備調査報告書（案）協議期間（2017年 1月 7日～2017年 1月 22日） 

氏名 担当分野 所属 現地調査期間 
（東京発着） 

島崎 和夫 総括 
JICA農村開発部 2017年1月7日～1

月22日 荒木 亜礼譜 計画管理 

石原 博英 業務主任/灌漑施設計

画 
NTCインターナショナル株式会社 2017年1月7日～1

月16日 
近藤 兼一郎 灌漑施設設計/水管理

計画 
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資料2. 調査工程
 
(1) 概略設計現地調査期間（2016年 6月 17日～2016年 11月 12日） 

年月日・曜日 調査内容 
2016.Jun 17 (Fri) 第一陣（石原、近藤、朝倉）東京発、キガリ着 

18 (Sat) 内業（資料整理） 
19(Sun) 島崎、木村、毛受キガリ着、初回打合せ 

20(Mon) RABとミニッツ協議およびIc/R説明、RABとステークホルダーズミーティング協議、JICAルワ

ンダ事務所表敬 
21(Tue) ステークホルダーズミーティング、現地視察 

22(Wed) RABとミニッツ協議、地形図等取得手続き 
23(Thu) RAB庁長によるミニッツ署名、JICA報告、現地再委託準備作業 
24(Fri) 現地視察および調査準備 
25(Sat) 現地視察および調査準備 

26(Sun) 内業（資料整理） 
27(Mon) 現地再委託先と打合せ 
28(Tue) ンゴマ郡丘陵地灌漑開発計画現地視察 

29(Wed) 現地再委託先と打合せ、LWHプロジェクト専門家から情報収集 
30(Thu) 予定ダム調査 

Jul 01(Fri) 現地道路視察 
2(Sat) 現地踏査 

3(Sun) 内業（資料整理、翌日以降の日程調整）、第二陣（シェムス）着 
4(Mon) 現地踏査 
5(Tue) 内業（資料整理、翌日以降の日程調整） 

6(Wed) 地形測量および地質・土質調査試験の入札封書受領 
7(Thu) 地形測量および地質・土質調査試験の入札封書開封 
8(Fri) 地形測量および地質・土質調査試験の契約締結 
9(Sat) 内業（資料整理） 

10(Sun) キガリからルワマガナに移動 
11(Mon) 現地踏査 
12(Tue) 農協等、郡、セクター、セル関係者に調査内、開始を説明（Cocuricyiにて） 

13(Wed) 地形測量、ボーリングマシンの搬入開始、RAB南部ゾーン事務所表敬、報告 
14(Thu) 現地踏査（チミマため池上流部踏査）、内業 
15(Fri) 現地踏査、現地施工会社調査、内業 
16(Sat) 測量基本となる基準点設置（チミマサイト）、内業 

17(Sun) チミマ、ガシャラ、チャルホゴおよびブググ基準点設置測量 
18(Mon) ボーリング調査準備（ブググ）、各ため池堤体目視検査、アバット付近テストピット掘削（チ

ャルホゴ）、地形測量本格的に開始、内業、 
19(Tue) テストピット目視調査（チャルホゴ）、チャルホゴ左岸丘上道路調査および土捨て場候補地探

索 
20(Wed) チミマサイト既設道路調査、ブググサイトアクセス道路探索、チミマサイト既存灌漑水路踏査、

内業 
21(Thu) チミマサイト灌漑アドバイザーの設置水位計測比高測量、ブググサイトボーリング調査、チャ

ルホゴ既存水路踏査 
22(Fri) ガシャラ既存水路踏査、内業（流量観測を含む契約書アメンドメント作成、現地再委託選定報

告書作成） 
23(Sat) 内業（資料整理）、各サイト土取り場テストピット目視検査 

24(Sun) 第三陣（石井、中村）現地着 
25(Mon) ブググボーリング調査、ブググ幹線水路踏査、石井・中村JICAおよびRAB表敬 
26(Tue) 現地踏査、ブググ既存堤体下流ボーリング調査 
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年月日・曜日 調査内容 
27(Wed) ガシャラ堤体現場透水試験 
28(Thu) ガシャラ、チャルホゴへのアクセス道路の踏査、ガシャラ堤体現場透水試験、見積依頼 
29(Fri) チミマ堤体現場透水試験、見積依頼 
30(Sat) 午前中ルワマガナ、午後ガシャラ 土取り場ピット調査、チミマアクセス道路踏査 

31(Sun) 4サイトの道路調査、再委託先へ路線測量範囲を指示 
Aug 01(Mon) フィーダー道路の聞取り、月報作成、ンゴマ郡丘陵地灌漑開発計画専門家と打合せ 

2(Tue) ブググ水道パイプの水源調査、ルート調査、見積依頼 
3(Wed) ブググ、ガシャラ追加テストピット調査、ブググアクセス道路調査、公共料金調査 
4(Thu) ブググ、ガシャラ追加テストピット調査、公共事業労働省（MIFOTRA）聞取り、見積依頼 
5(Fri) 役所関係休日、報告書作成 
6(Sat) 内業（灌漑フォーラム準備） 

7(Sun) 内業（灌漑フォーラム準備） 
8(Mon) 内業（灌漑フォーラム準備）、EIA/RAP現地再委託契約交渉、見積依頼・徴収 
9(Tue) RABイノセント所長と打合せ、セクター打合せ 

10(Wed) JICAルワンダ事務所所長 現地視察 石原同行 
ガシャラ、チミマ、ブググ幹線水路踏査、National Bank聞取り、見積徴収  

11(Thu) 石原、毛受、近藤、石井、中村：LWHダム専門家と打合せ 
石原、石井、中村：大使館報告 
近藤、毛受、シェムス、朝倉 現地踏査 

12(Fri) 灌漑フォーラム発表、JICAルワンダ事務所帰国前報告 
13(Sat) 現地踏査、土質試験確認 

14(Sun) 第一陣（石原、近藤、朝倉）キガリ発、 
毛受、石井：南部県の近年建設のニャンザダム視察 

15(Mon) 第一陣（石原、近藤、朝倉）東京着、毛受キガリ発 
16(Tue) 第一陣（毛受）東京着、第四陣（西）キガリ着、見積徴収 

17(Wed) ンゴマ郡丘陵地灌漑開発計画現地視察、道路幅員及び主要構造物調査、農協関係者協議 
18(Thu) ルワマガナ郡農業担当官協議、IWUO設立に係る準備協議、営農調査 
19(Fri) ルワマガナ郡副郡長協議、採石場候補地視察、営農調査 
20(Sat) 内業（JICA及びRAB報告用資料の整理） 

21(Sun) 内業（JICA及びRAB報告用資料の整理） 
22(Mon) ステークホルダー協議開催準備、調査用機材供与手続き、水没予定の取水施設現地確認 
23(Tue) ステークホルダー協議開催、RAB免税担当者、機材担当者打合せ、MINAGRIﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ視察 

24(Wed) RDB現場視察同行及び現地説明、見積徴収 
25(Thu) JICAルワンダ事務所帰国前報告、灌漑アドバイザー報告、RABﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ打合せ 
26(Fri) RAB協議、Technical Discussionの実施、調査用機材の供与、第三陣（中村）キガリ発 
27(Sat) 第三陣（中村）成田着、ガシャラ水路路線踏査 

28(Sun) 内業（資料整理） 
29(Mon) RSSP事務所打合せ、第二陣（シェムス）、第三陣（石井）、第四陣（西）キガリ発 
30(Tue) 第二陣（シェムス）、第三陣（石井）、第四陣（西）東京着 

 

年月日・曜日 調査内容 
2016.Oct.15 (Sat) 移動日（中村・相澤：東京発） 

16 (Sun) 移動日（中村・相澤：キガリ着） 
17(Mon) RAB、JICA表敬、協議、調査資機材調達 
18(Tue) 現地再委託業者協議、調査資機材調達 

19(Wed) 現地踏査 
20(Thu) 現地踏査、ルワンダ国における公害管理に係る基準書一式購入 
21(Fri) 水理地質にかかる現地調査（ブググ）、RAB協議、現地再委託業者打合せ、他ドナー類似案件

ヒアリング 
22(Sat) 水理地質にかかる現地調査（ブググ）、被影響範囲の調査 
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23(Sun) 資料整理、被影響範囲の調査 
24(Mon) 水理地質にかかる現地調査（チャルホゴ）、被影響範囲の調査 
25(Tue) 水理地質にかかる現地調査（チャルホゴ）、被影響範囲の調査、農協組合ヒアリング 

26(Wed) 水理地質にかかる現地調査（ガシャラ）、被影響範囲の調査 
27(Thu) 水理地質にかかる現地調査（ガシャラ）、被影響範囲の調査、ルワマガナ郡庁打合せ 
28(Fri) 電気探査調査（ブググ）、被影響範囲の調査 
29(Sat) 電気探査調査（ブググ）、被影響範囲の調査 

30(Sun) 資料整理、ステークホルダー協議 
31(Mon) 電気探査調査（ブググ）、被影響範囲の調査 

Nov. 01(Tue) 電気探査調査（チャルホゴ）、報告資料作成 
2(Wed) JICA及びRAB経過報告 
3(Thu) 電気探査調査（チャルホゴ）、被影響範囲の調査 
4(Fri) 電気探査調査（ガシャラ）、被影響範囲の調査 
5(Sat) 電気探査調査（ガシャラ）、移動日（中村：キガリ発） 

6(Sun) 資料整理、移動日（中村：東京着） 
7(Mon) 現地踏査 
8(Tue) 現地踏査、住民協議 

9(Wed) 資料整理、住民協議 
10(Thu) 資料整理、住民協議 
11(Fri) 移動日（相澤：キガリ発）、住民協議 
12(Sat) 移動日（相澤：東京着） 

 

(2) 準備調査報告書（案）協議期間（2017年 1月 7日～2017年 1月 22日） 

年月日・曜日 調査内容 
2017.Jan.07 (Sat) 移動日（東京発） 

08 (Sun) 移動日（キガリ着） 
09 (Mon) 表敬、DFR説明、先方政府協議 
10 (Tue) DFR説明、先方政府協議 

11 (Wed) DFR説明、先方政府協議 
12 (Thu) DFR説明、先方政府協議 
13 (Fri) DFR説明、先方政府協議 
14 (Sat) DFR説明、先方政府協議 

15 (Sun) 移動日（石原、近藤：キガリ発） 
16 (Mon) 移動日（石原、近藤：東京着） 
17 (Tue) DFR説明、先方政府協議 

18 (Wed) DFR説明、先方政府協議 
19 (Thu) DFR説明、先方政府協議 
20 (Fri) DFR説明、先方政府協議、M/Dサイン 
21 (Sat) 移動日（島崎、荒木：キガリ発） 

22 (Sun) 移動日（島崎、荒木：東京着） 
備考：主な略語を以下に示す。以下に記載の無い略語については報告書冒頭の略語集を参照。 
MINAGRI: Ministry of Agriculture and Animal Resources （農業動物資源省） 
RAB: Rwanda Agriculture Board（ルワンダ農業庁） 
LWH: Land Husbandry, Water-Harvesting and Hillside-Irrigation Project（土壌保全・丘陵畑地灌漑プロジェクト） 
RSSP: Rural Sector Support Project（農村セクター支援プロジェクト） 
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資料3. 関係者（面会者）リスト 
 

(1)  在ルワンダ日本大使館 

宮下 孝之 全権大使 
佐久間 真一 経済協力調整員 

(2)  国際協力機構ルワンダ事務所 

高田 浩幸 所長 
室谷 龍太郎 次長 
坂本 篤紀 所員 
正木 幹生 企画調査員 
FURAHA Pascal 現地職員 
田中 卓二 専門家（灌漑アドバイザー） 
大林 由明 専門家（灌漑アドバイザー）田中 卓二氏の後任 

(3)  農業・動物資源省(MINAGRI) 

Innocent MUSABYIMANA Permeant Secretary 

(4)  天然資源省（Ministry of Natural Resources） 

Damascene KAYIRANGA Mr. Water Resource Management Specialist 
Renatha  MUJAWAYEZU Mr. Water  Regulation Officer  

(5)  ルワンダ農業庁（Rwanda Agriculture Board） 

Innocent NZEYIMANA Mr. Head of Land Husbandry, Irrigation and Mechnization 
Department 

Theogene UWITONZE Mr. Senior Irrigation Engineer 
Valerien NTIRANDEKURA Mr. Senior Irrigation Engineer 
Mariyamungu Emmanuel Mr. Irrigation Engineer 
Musabyimana Emmanuel Mr. Head of Water User Association Support Unit 
Jules NZABONIMANA Mr. Association Irrigation Adviser 

(6)  ルワンダ農業庁（Rwanda Agriculture Board）東部ゾーン事務所 

Norbert SENDEGE Mr. Zone Manager 
Claude Ruginbana Mr. Irrigation Engineer  
Angelque Ms. Water Users Association officer 

(7)  ルワマガナ郡庁 

MUDAHERANWA Regis Mr. Vice-Mayer 
UKIZURU Innocent Mr. District Agronomist 
Filipe Mr. Land Office of District 
HAKIZIMANA Jeremie Mr. Local Development Agency Engineer 
Nicolas Mr. Feeder Road Engineer 

(8)  ルワマガナ郡 Rubonaセクター 

Jean Paul NDEREYIMANA Mr. Agronomist 

(9)  ルワマガナ郡 Mwulireセクター 

Benoit SEMUKANYA Mr. Agronomist 

(10) ルワマガナ郡 Munyagaセクター 

Theogene NIZEYIMANA Mr. Agronomist 

(11) ルワマガナ郡 Kigabiroセクター 

Sandrine RUTIKANGA Mr. Agronomist 
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(12)  ルワマガナ郡 Cocuriga組合 

Copens RWABOPFIZI Mr. President 

(13)  ルワマガナ郡 Coricya 組合 

Jean d'Amour RUSANGANWA Mr. President 

(14)  ルワマガナ郡 Cocuricyi 組合 

Olivier GASHEMA Mr. Agronomist 

(15) ルワマガナ郡 Cocuribu 組合 

Valerie NIBAGWIRA Mr. President 

(16) ルワマガナ郡 Twibuke連合 

Theogene UWIZEYE Mr. President 

(17) 国立統計研究所（National Institute of Statistics of Rwanda） 

Dominique HABIMANA Mr. Director of Statistical methods, Research and 
Publication Unit 

  

(18) LWH and RSSP Project 

Dan Folta Mr. Irrigation Specialist 
Hadush Seged Mr. Dam Expert 
Anital  Mwiza Mr.  
Cyiza J.Peter Mr. Agroforestry Specialist 
Jean Pierre NKEZABO Mr. Feeder Road Engineer 
RAMAZAN Mr.  
GASPAD Mr.  
Habamenshi Didace, Mr. Environmental Specialist, SPIU, RSSP / LWH / 

Feederroad / RCSP 

(19)  ルワンダ開発庁（Rwanda Development Board: RDB） 

Harerimana Simeon Ntuye Environmental Impact Assessment Officer, One Stop 
Centre Division, RDB 

 



資料4. 討議議事録(M/D)
(1)インセプションレポート説明時
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資料 5. ソフトコンポーネント計画書 
 

 

 

 

 

 

ルワンダ国 

ルワマガナ郡灌漑施設改修計画 

ソフトコンポーネント計画書 

 

 

2016年 12月 

 

 

NTCインターナショナル株式会社 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

本無償資金協力が対象とする事業は、1980年初頭に建設されたため池の改修（改修2基、

新設2基）および、ため池から取水する灌漑水路の改修を行うものである。これまで、既設

の灌漑施設（ため池、灌漑水路、それらの付帯施設）の維持管理は、受益地で水稲栽培を行

っている4つのコメ生産組合がそれぞれの地域で行うことになっていた。しかしながら、灌

漑施設の管理方法や施設の操作方法がコメ生産組合の担当者には、十分に理解されておらず、

また組合で徴収する施設の維持管理費は道路や組合の建物の維持補修に使用され、灌漑施設

は適切な管理が行われていないことが今般の現地調査を通じて明らかになった。 

一方、省令で、灌漑施設の維持管理は、灌漑水管理組合（IWUO）を設立して実施するこ

とが2011年に規定され、対象地域ではIWUOの設立準備が進められている。このIWUOが無

償資金協力で建設されるため池および灌漑水路、それらの付帯施設を使用した灌漑システム

の運営・維持管理を行うことになる。 

設立が進められている灌漑水管理組合（IWUO）は、関係する4つのコメ生産組合員が会

員となり1つの組織が設立されることになる。建設される灌漑施設の適切な管理方法を行う

には、IWUOの維持管理に関する担当者が、いかにして灌漑システムの維持管理方法を習得

するかが課題である。 

上記のような背景の下、本無償資金協力で供与される施設の供与に先立ち、施設の適切な

維持管理方法を指導することは、プロジェクトの円滑な立ち上がりを促進する。また、施設

利用者のオーナーシップの醸成、技術移転が図られることによって、プロジェクトの成果で

ある農業生産性の向上がより安定的且つ持続可能なものとなることが想定される。特にチャ

ルホゴ地区については、既存灌漑施設が存在しないため、日本人専門家によって施設の正し

い維持管理手法を指導、啓発する意義は非常に高い。 

また、採択済の技術協力プロジェクト「灌漑水管理能力向上プロジェクト」が、本事業対

象地区をモデル地区として活用する計画が策定されている。同プロジェクトはルワンダ農業

庁（Rwanda Agriculture Board）本部の組織強化を主たる目的としており、現地でのIWUOの
立ち上げ支援を中心とする本ソフトコンポーネントとの重複は無く、むしろ立ち上げ後、同

技プロにて長期的な運営指導管理がIWUOに対し行われる予定であるところ、本ソフトコン

ポーネントとの相乗効果の発現が期待できる。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの目標は、対象農家（農協のメンバーまたはIWUOのメンバー）が 
建設された灌漑施設の概要を理解するとともに、灌漑施設の維持管理に関する基礎知識、

技術を習得することである。 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 
3.1. ソフトコンポーネントの成果 

本ソフトコンポーネントの成果を下表に示す。 
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表 ソフトコンポーネントの成果 
 

直接的成果 成果達成のための活動 
成果達成のための

確認方法（指標） 
成果1: 対象地域の一部にお

いての事業デー

タ・ベースが作成さ

れる。 

活動1-1: 灌漑土地図作成支

援を行う。 

活動1-2: 水利用者リスト作成支

援を行う。 

Buguguまたは

Cyaruhogoサイトで

灌漑土地図(約9ha)
が作成される。 

成果2:一つのIWUOが設立 
される。 

活動2-1: 一つの IWUOの設立の

ための支援を行う。 

活動 2-2: 設立されたIWUOの 内
部規則作成支援を行う。 

IWUOの内部規則

が作成される。 

成果3: WUG・WDC が組織

化される。 
活動3-1: WUGおよびWDC設立。 モデルとなる圃場

（Buguguまたは

Cyaruhogo）で、3
つのWUGが設立さ

れる。 
成果4: 農協灌漑施設担当者

またはIWUO構成

員の能力向上が行

われる。 

活動4-1: 建設期間中での施設建

設および修復方法の習

得の支援 

活動4-2: 他事業視察支援 

IWUOのメンバー

20人～30人のトレ

ーニング結果報告

書を確認する、ま

たはアンケート調

査を行う。 

IWUOのメンバー

20人～30人の

Ntende地区などの

視察報告書また

は、アンケート調

査を行う。 
成果5: 二次水路の建設・改

修 
活動5-1: 選定されたブロックに

おいて二次水路建設・改

修される。 

 

Buguguまたは

Cyaruhogoのモデル

圃場で、約3.5㎞の

二次水路が建設さ

れる。 
成果6 灌漑用水の適正配分

の実施 
活動6-1: 選定ブロックにおいて、

WDC選出のメンバーに

水管理トレーニングを

行うとともに、IWUOの
他ブロックに関係する

メンバーに対して灌漑

方法の実証が行われる。 

IWUO（WUGリー

ダー）50人以上の

メンバーに対する

灌漑方法に関する

理解度の簡易調査

（インタビューま

たは簡易質問票）

結果。 
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3.2. 成果達成のための活動 

成果達成のための各活動の詳細を以下に示す。 

 
活動1-1: 事業データ・ベースの作成 

省令に準じ、IWUO 設立のために各筆の境界、サイズ、位置、取水位置を示す灌漑図を

作成する（例：灌漑図例活動1-1）。また、適切なO&M組織を設立するために、水利用者リ

スト（例：表 水利用者リスト例）を作成する。 

活動の主体は郡灌漑委員会（DISC）とルワンダ農業庁東部県事務所のIWUO担当者がなる。

日本人専門家は彼らを支援する。灌漑土地図の作成には、裨益者の協力のもと、グーグル・

アースと携行用GPSを用いる。本活動では、日本人専門家は、ブググ（Bugugu） またはチ

ャルホゴ（Cyaruhogo）のみを対象とした灌漑図作成支援を行う。 

本活動の成果は、図1に示すような図が作成されることになる。携行用GPSで、各一筆の

座標を測定し、グーグル・アース上に座標をおとすことで、一筆の大きさと位置を確認でき

るようになり、効率的な管理が可能となる。 

 
図 灌漑図例 (活動1-1) 

活動1-2: 水利用者リストの作成支援 

活動1-1で作成した灌漑土地図を利用して、水利用者リストの作成を支援する。水利用者

リストには、使用者名、土地規模、取水地点、ブロック番号、WUG名が示される。このデ

ータ・ベースは、事業を適切・円滑に管理・運営するための重要な情報を提供するものにな

る。想定されるデータ・ベースは、下表に示す項目からなる。 
 

表 水利用者リスト例 

番号 筆番号 ブロック 
番号 

使用者 
名 

分水工 
番号 

筆サイ
ズ 

グループ 
名 

WUG 
名 

WDC 
名 

1 11 TW-2 Mr. XY 3 20 Twezim TW-2 WDC-2 
2 9 TW-3 Ms. AB 5 30 Twezim TW-2 WDC-3 

 

活動2-1: 一つの IWUOの設立支援  

省令に準じ、全ての灌漑事業には、IWUOの設立が求められている。また、灌漑管理移転
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協約書（Irrigation Management Transfer Agreement ：MTA)によると、事業がIWUOに移管さ

れる前には、IWUOの適切な組織化、強化および登録が必要となる。 

日本人専門家は、IWUO設立に際して東部県及びルワマガナ郡における当該職員を支援す

る。具体的には数回のワークショップを開催し、郡職員は、日本人専門家支援の下、選出さ

れたIWUO組合委員（Committee members）に対する指導を行う。 

対象地域では、現在、4つのコメ生産組合がある。一つのため池の灌漑施設を１つまたは

二つのコメ生産組合で管理する状況であることが判明した。この場合、一つのため池の灌漑

施設を１つの組合が管轄できるように管理管轄を区割りするのが困難である。一方で、4つ
のため池の灌漑施設をそれぞれ管理するIWUOを設立して管理するのは、IWUOの維持管理

費の総計が大きくなる。従って、4つのため池の灌漑施設を一括して管理する一つのIWUO
を設立すれば、全体の施設の管理が効率的におこなえる。加えて、IWUOの維持管理費も低

減できる。これらの理由により、現在、4つのコメ生産組合で一つのIWUOの設立準備が進

めている。 

調査期間中に、第一段階として郡レベルの担当者やコメ生産組合および農民リーダーに、

一つのIWUOの有用性と必要性を説明し、理解を得ているが、その後活動が停止している。 

IWUO組織構成は、上位意思決定組織としての総会（General Assembly）、管理組織とし

ての執行委員会（Executive Committee）、灌漑システムを管理・運営する配水委員会（Water 
Distribution Committee）、水紛争を解決する紛争解決委員会（Conflict Resolution Committee）
などからなる（下図を参照）。 

現在、全構成員は総会に参加できるが、多数参加者の会議を開催することは現実的ではな

い状況である。現況を考えると代表者参加による会議が適切と考えられるため、本事業では、

WUG・WDC代表者による代表者総会を提案している。 

 
図 予定する IWUOの組織構造 

WUG-2 

General Assembly

Conflict Resolution 
Committee Executive Committee Audit Committee

ZONE-A COMMITTEE
(WDC)

ZONE-B COMMITTEE
(WDC)

ZONE-C COMMITTEE
(WDC)
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IWUO設立時には、4つのコメ生産組合の既存ゾーンおよびグループは再構成され、新た

に配水委員会（WDC) と水利用グループ（WUG)が設立される。配水委員会（WDC)は、ゾ

ーン・レベルの委員会ししての役割を持つことになる。 

 

活動2- 2: 内部規則作成支援 

省令はIWUOの設立については一般規則の他に、内部規則の設定を規定している。それを

踏まえ、日本人専門家はルワンダ側関係者と協力し、IWUO内部規則の作成支援を行う。 

 

活動3-1: WUGおよびWDC設立 

IWUOの代表者総会は4つのコメ生産組合それぞれで設立されるグループから選出される

メンバーによって設立されることが想定される。しかしながら、事業の効果的な維持管理の

ためには、分水工（灌漑水路から一定の面積を灌漑する灌漑施設）の位置を踏まえたWUG・

WDCの設立が重要である。これらの理由により、事業のO&Mを円滑に実施するためには、

WUG及び総会（General Assembly）メンバーを再編する支援が重要となる。 

IWUOは上図で示すように、下層の水利用グループ（Water User Group：WUG)、中層の配

水委員会 (Water Distribution Committee：WDC)、上層の管理委員会（Management Committee）
からなる3層構造をしている。 

WUGは、15〜20 水稲農家からなる最小単位で、同一分水工あるいは水路から取水する農

家である。各WUGはグループ・リーダーを選出し、リーダーはブロック内の水路・分水工

の維持管理の責任者となる。また、リーダーは、新WUGメンバーの参加の可否、WUG代表

としてのWDC会議へ参加することになる。 

WDCは、3〜5WUG (コメ生産者組合の場合はゾーン) で組織される。WDCは、同一用水

路から取水している他ゾーンと協調し、自分が所属するゾーン内の灌漑スケジュールを作成

する。また、WDCは、4つのコメ生産者組合のゾーン・リーダーと共に、営農活動計画（灌

漑方法・時期、田植え時期、収穫時期、施肥等の計画を含む）を作成する。WDCリーダー

は自分が管轄する灌漑地帯の灌漑者の責任者になる。一方、農家は、代掻き、育苗、田植え、

除草、灌水などを、グループまたはゾーン・レベル毎に行う。WDCの代表者は、IWUOに

参加し、全利用者の意思決定を取りまとめる。このため、計画されるシステムにおいては、

情報共有や代表者の責務に対する理解度を育成することが重要となる。 

建設される施設の灌漑施設を利用して農家が、効率的な灌漑を行うには、上記の灌漑運営

体制と灌漑施設の内容を理解する必要がある。そのためには、各施設の建設時あるいは水配

分計画時から、WDCとWUGメンバーに対する適切なトレーニングが重要となる。 

WUGおよびWDCの最終的なサイズや数は、灌漑計画が作成された後に決定される。なお、

開始時は、4つのコメ生産者組合で結成されている既存のグループやゾーンがWUGとWDC
を結成し、IWUOの代表者を選定する。 
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Box：WUG設立案と灌漑計画 
WDC 

 

WDC のWUG (Twitezimbere グループ, 
Bugugu) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bugugu灌漑配分 

Bugugu事業はコメ生産者組合による6グループに分かれ、分水工・水路により、各グループ

はWUG (例Tw-4) に分かれる。WUGは分水工・水路の責任者である。また、グループ・リ

ーダーはIWUOによって設定された規則およびWDCで承認された灌漑スケジュールの責任

者になる。 
 

Tw
-4

Tw
itezim

bereG
roup

Block

Tw-4
Water User Group of  
Twitezimbere Sub Group-4

Turn out

Legend

Group boundary

Access Road
Main Canal
Drainage

Valve/Intake



ルワンダ国 ルワマガナ郡灌漑施設改修計画 
準備調査報告書 主報告書 

5-119 

活動4-1: 重点グループの建設期間中での施設建設および修復方法の習得の支援 

各組合もしくはIWUOが設立されていればIWUOのメンバーを選定して、工事期間中に建

設現場、灌漑施設の位置を視察して、全体の灌漑施設の内容および、作業内容の修得を図る。

この視察により農家の所有者自覚を助成する。この活動には、常駐監理者が行うことも考え

られるが、ため池2つと灌漑水路２つの灌漑水路の施工監理を行っている状況では、常駐監

理者が行うことは、困難となる。その為、ソフトコンポーネント担当者が、常駐監理者と協

議をすすめならが、実際の活動支援を行うことになる。 
なお、この活動は、WBの支援で実施されているRSSP（Rural service support program）担

当者が、維持管理をIWUOが行うことになるので、IWUOメンバーには、工事中からの施設

に対する所有者自覚をもつようにするのが、良いとの助言のもとにソフトコンポーネントの

活動に含むものである。 

活動4- 2: 他事業視察への支援 

これまでにRABは、WBの支援を受け、当プロジェクト地域を含む全国の組合のリーダー

を対象に、他の灌漑スキームへの視察研修を実施している。しかし、視察先のプロジェクト

メンバーとの交流や会話が不足していたため、視察参加者は、維持管理組織と利益を求める

組合活動を分離する重要性を理解できなかったことが報告されている。 

本ソフトコンポーネントにおいては、IWUOメンバーの能力向上のために、Ntende 灌漑

事業など、国内における成功事例の視察研修を行う。成功事例を学ぶことによって、本件の

対象農家（組合員あるいは、IWUOメンバー）は、IWUOの設立目的、組織における各メン

バーの責任、維持管理方法等に対する理解が深まると想定される。各組合のメンバーまたは

IWUOが設立されていればIWUOのメンバー（20～40名）が視察の参加者として選定される。

これらの視察研修の調整は、日本人専門家と協議の下、東部県IWUOスタッフ及びルワマガ

ナ郡農業技官によって実施される計画とする。 

過去の教訓を生かし、本ソフトコンポーネントにおける視察には、当該国の灌漑事業のみ

ならず先進国及び先進地域における事例に明るい外部者（日本人専門家）が同行し、必要に

応じて成功事例の解説・さらなるアドバイス等を交えた視察を行うことを計画する。これに

よって、視察側・被視察側共に学ぶ環境が創出され、視察先のメンバーとの交流及び対話が

一層促進される。 

視察後には、日本人専門家指導の下、東部県IWUOスタッフ及びルワマガナ郡農業技官が、

視察参加者を対象としたアンケート調査を行い、視察結果を振り返るとともに、本事業への

優良事例の適用可能性について検討を行う。 
 
各組合のメンバーまたはIWUOが設立されていればIWUOのメンバー（20～40名）が視察

の参加者として選定される。これらの視察研修の調整は、外部者（日本人）の協議のもと、

東部県IWUOスタッフ及びルワマガナ郡農業技官によって実施される計画とする。 

活動5-1: 二次水路建設・改修支援 

無償事業によりため池・幹線水路が改修される。灌漑システムの効果的な運営のために、

二次水路(小規模な土水路)の建設が重要である。これらの水路は裨益者が建設することにな

る。そのため、これらの水路の建設・O&Mに関するトレーニングが必要となる。特に、WUG・
WDCレベルのIWUOメンバーを対象としたトレーニングの必要性は高い。IWUOが組織化さ



ルワンダ国 ルワマガナ郡灌漑施設改修計画 
準備調査報告書 主報告書 

5-120 

れていない場合には、管理主体となる農協のメンバーにトレーニングを行うことを考えてい

る。 
二次水路・改修計画の立案に際して、IWUO及び農協組合員に対する初期指導・調整が重

要となるため、日本人専門家はソフトコンポーネントの中で支援を行う。日本人専門家は、

1か所または2か所程度のモデルとなる圃場を定め、IWUOメンバーに対して二次水路の準備

にかかる指導を行う。その後、二次水路の建設、改修の指導を、実際に3.5kmの二次水路を

建設しながらOJTで実施していく。この活動は郡庁スタッフとRAB東部県事務所のIWUO担

当者が二次水路建設を拡張していくことになっている。また、採択済の技協プロジェクトに、

本活動の継続を含めることにより、本無償で整備される灌漑施設の有効性は向上することが

期待できる。 
調査期間中に、二次水路の必要性をコメ生産組合関係者より聞取りしている。コメ生産者

は二次水路の必要性を理解していることから、彼ら自身で二次水路の建設方法を修得するこ

とにより、二次水路の拡張が期待される。 

活動6- 1: 選定ブロックにおける、水管理トレーニングの実施、及び灌漑の実証支援 

二次水路を含む建設の円滑なる実施を目指し、数個の分水工とWUGを含むモデルとなる

圃場を選定する。このモデルとなる圃場において、WUGメンバー、WDC選出のバルブ開閉

作業責任者に対する水管理トレーニングを行う。また、本圃場において灌漑用水の効率的な

配分に関する実証試験を行う。この成果は、施設建設完了後に他地域へ展開されることとな

り、ルワマガナ郡担当職員及びRAB東部県事務所におけるIWUO担当者は、他地域展開に際

しての責任者となる。 
IWUOが設立されていない場合には、各組合の既存のブロックで行うことになる。本活動

を実施する場所は、活動1-2および1-2での成果を得たところになる。9haの面積では、WUG
が約6グループできる想定となる。6グループで灌漑水の取水方法（グループで水を取水する

順番や時間）を6グループで協議して灌漑を行うことを研修する。 
調査より、現地のコメ生産者は、水配分の重要性を理解している。しかしながら、現在は

適切な配分方法を理解していないところがある。従って、本活動により、水の配分方法を理

解すれば、適切な配分方法が拡大していうことが期待できる。 
 

4. 成果達成度の確認方法 

「表 ソフトコンポーネントの成果」における成果達成のための確認方法（指標）(頁5-120)
を参照 
 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動を下表に示す。
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表 ソフトコンポーネントの活動 

成果 活動 時期 
コンサルタント ルワンダ側活動 

投入 活動 政府職員 IWUO 

1．対象地域の

一部において

の事業デー

タ・ベースが

作成される。 

活動1-1: 灌漑図作

成支援を行う 
活動1-2: 水利用者

リスト作成支援 

建設前、 
建設時 

日本人 
2MM 

 
資材：文房具

GPSなど 

灌漑図 9ha 
水利利用者リ

スト（灌漑図

9haの面積に対

して） 

 カウンター

パートの配

置 

2 ． 一 つ の

IWUO が 設 立 
される。 

活動2- 1: 一カ所の 
IWUOの設立支援 
 
活動2- 2: 内部規則

作成支援 

建設前、 
建設時 

日本人 
成果1の活動

と並行とし

ておこなう。 
C/Pを指導す

る。 
活動2-2につ

いては、前記

2MM、後期

3MM（成果5
の活動と並

行しておこ

なう） 

 C/P 配置、ワ

ークショッ

プ・ミティン

グの手配・運

営、農家への

直接指導 

 

3．WUG・WDC 
が組織化され

る。 

活動3- 1: WUG・
WDC設立支援 

2018年10月、 
若しくは

2019年5月 

日本人 
成果1の活動

と並行とし

ておこなう。 
C/Pを指導す

る。 

 C/P 配置、ワ

ークショッ

プ・ミティン

グの手配・運

営、農家への

直接指導 

 

４．農協また

は IWUO 構成

員の能力向上

が行われる。 

活動4- 1: 建設期間

中での施設建設およ

び修復方法の習得の

支援 
活動4- 2: 他事業視

察支援 

建設前、 
建設時 

日本人 
 

成果1の活動

と並行して

行う。 

 C/P 配置、ワ

ークショッ

プ・ミティン

グの手配・運

営 

IWUO20～
30名程度参

加 

5．二次水路の

建設・改修 
活動 5-1: 二次水路

建設・改修支援 
2018年10月、 
若しくは

2019年5月 

専門家、 
資機材：斧、

ショベルな

ど 

二次水路3.5km
の建設 

C/P 配置、ワ

ークショッ

プ・ミーティ

ンググの手

配・運営、農

家への指導 

 

6．灌漑用水の

適正配分の実

施 

活動 6-1: 選定ブロ

ックにおける水管理

トレーニングの実

施、灌漑の実証支援 

2018年10月、 
若しくは

2019年 5月 

専門家、ワー

クショップ

費用 

  C/P 配置、

ワークショ

ップ・ミテ

ィングの手

配・運営、

農家への指

導 
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6. ソフトコンポーネント実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントの最大の目的は、人材の能力向上にある。そのため、主体的な活

動は、ルワンダ国のカウンターパート（郡庁の農業技術者、組合担当職員およびRAB東部

県事務所IWUO担当者）を主体として、組合員（IWUOが結成できている場合は、IWUO会

員）の参加のもと、日本人専門家の指導により、灌漑施設の維持管理方法の基礎的な技術を

習得する。 
 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの開始は、灌漑水路工事が最初に完成するチャルホゴの工事完了半

月前からとし、灌漑土地図作成支援や、水利用者リスト作成支援を開始する計画とする。ま

た、建設現場での技術取得に関する活動については、まだ工事が行われているブググで行う

ことになる。 

第1回目：2018年10月～2か月間 

第2回目：2019年5月～3か月間 を計画する。 
 

表 作業日程の算定 

活動 実施数量 

一日当

たりの

実施可

能数量 
作業必要

日数 
作業休

止係数 
工期 
（日） 

工期 
（月） 

灌漑土地図作成支援 
（チャルホゴ） 

9 ha 0.2ha 

45 日 
 

1.35 
 

60.75日 
60.75日 

2か月 
 

水利用者リスト作成支援

（チャルホゴ） 

WUG及びWDC設立支援

（チャルホゴ） 
50メンバ

ー（3WUG） 
1WUG/  
5日/週 

一つの  IWUOの設立支

援 （全体） 
1WUO    30.00

日 
1か月 

内部規則作成支援（全体） 
IWUO設立1週間の内に作業を開始し、ソフトコンポーネント期間を通して、

案の作成、協議、修正、最終案の作成を行う。 

建設期間中での施設建設

および修復方法の習得の

支援（ブググ、チャルホ

ゴ） 

水路建設期間中に実施する計画とする（数回） 工事期間

中10日程 0.3か月 
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従って、日本人専門家の派遣期間は、 

2か月（灌漑土地図作成＋水利用者リストの作成）＋3か月（二次水路建設・改修計画）＝5か月 

となる。 

他事業視察支援（全体） 準備期間を含め、10日間程度 0.15か月×2班 

二次水路建設・改修支援

（ブググ、チャルホゴ） 
3,500m 44m 68.2 1.35 92 

3.07か月 
(渡航期間、準

備を含め3か
月) 

 選定ブロックにおける灌

漑方法の実証支援 
（チャルホゴ） 
 

約1か月を予定する 1か月 
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表

 
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
実
施
工
程

 
 

 
 

 
年

月

週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
1-1
灌漑土地図作成支援（チャルホゴ）

1-2
水利用者リスト作成支援（チャルホ
ゴ）
2-1
一つの IWUOの設立支援　（全体）
2-2
内部規則作成支援

3-1
WUG・WDC設立支援
4-1
建設期間中での施設建設および修
復方法の習得支援（ﾌﾞｸﾞｸﾞ、ﾁｬﾙﾎ
ｺﾞ）

4-2
他事業視察支援

5-1
二次水路建設・改修支援
（ﾌﾞｸﾞｸﾞ、ﾁｬﾙﾎｺﾞ）
6-1
選定ブロックにおける灌漑の実証
支援（チャルホゴ）

季節区分

活動

2018 2019 2020

大雨期小雨期 小雨期 大雨期

10 11 12 1 2 34 5 6 7 8 910 11 12 1 2 3
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8. ソフトコンポーネントの成果品 

・ソフトコンポーネント完了報告書 

・チャルホゴサイトの数ブロックの灌漑土地図 

・チャルホゴサイトの数ブロック内の水利用者リスト 

・水利用者グループ設立のためのガイドライン 

 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントの概略事業費は、合計 17,160千円となる。 

表 ソフトコンポーネント概略事業費 
項目 数量 単価（千円） 金額（千円） 

1．直接人件費   3,660 
灌漑水利組合支援（4号） 5MM 732 (3,660) 

2．直接経費   5,887 
旅費・日当・宿泊 1式  (2,602) 
車両費 1式  (1,491) 
現地傭人費 1式  (1,418) 
その他（先進地視察交通費） 1式  (376) 

3．間接費   7,613 
その他原価率（120%）   (4,392) 
一般管理費率（40%）   (3,221) 

ソフトコンポーネント 計   17,160 

 

10. 相手国側の責務 

10.1 責務 

・ソフトコンポーネント実施時には、RAB東部県事務所のIWUO担当者および郡の農業技師、

組合担当職員が参加できるように調整する。RAB職員は、郡庁、各組合（またはIWUO）

に研修実施の日程、参加者の調整を行う。 

・ワークショップ、ミーティングの開催手続き、運営、調整を行う 

・IWUO構成員への直接指導 

10.2 実現の可能性 

灌漑維持管理は、2011年の省令で規定されIWUOを設立して行うことが規定されている。この

事実は、RAB職員および関係組合のリーダーは理解している。本ソフトコンポーネントでは、こ
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の理解をより深く、また理解者の増員することでもあり、彼らの要望に合致していることから実

現性はあると判断される。 

10.3 阻害要因と阻害されたときの必要な措置 

本ソフトコンポーネントの実施の主体となるのは、RAB東部県事務所のIWUOの担当者であり、

調査期間中からIWUOの活動に精力的に活動していたが、本担当者は年間契約のため（ルワンダ

国では、多くの政府職員は単年度契約である）、担当者の契約が打ち切られた場合には、ソフト

コンポーネントの実施の効率性が落ちることも想定される。この場合には、早期に新任の担当者

をRABに要請して、新任者には、事業の重要性を理解してもらうように努める。 
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資料 6. 参考資料 

別冊ANNEXを参照。 
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